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   開     議 

 

 

○蒲生光男議長 おはようございます。これから

本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございません。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

２号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○蒲生光男議長 日程第１、市政一般に関する質

問を行います。 

 なお、質問の時間は、答弁を含めて60分以内

となっておりますので、ご協力をお願いいたし

ます。 

 それでは順次、ご指名いたします。 

 

 

 今泉春江議員の質問 

 

 

○蒲生光男議長 順位１番、議席番号４番、今泉

春江議員。 

  （４番今泉春江議員登壇） 

○４番 今泉春江議員 皆様、おはようございま

す。 

 日本共産党の今泉春江でございます。内谷市

長に２つの点について提案し、所見を伺います。 

 さて、いよいよ花のまち長井の出番となりま

した。桜の花がことしは一斉に咲きそろい、最

上川堤防沿いの千本桜、つつじ公園の桜、長井

小学校の桜などがまちじゅう桜色に、そして甘

い香りに包まれ、満開の桜はおとぎの国にいる

ような感じでした。間もなく今度は白つつじが

咲きそろい、ことしもその純白の清楚な花に心

がいやされました。 

 また、各町内では春先の早いうちから街路地

に花を植えてくださっています。私の住んでい

る四ツ谷地区、私の経営している店があるつつ

じ公園前の片田、神明町などでも街路地の花壇

にきれいにパンジーなどを植え、水やり、草む

しりなどを行ってくださっています。また、こ

としも長井市中央地区女性の会は、あやめ公園

の駐車場や長井橋の上の花壇に植栽してくださ

いました。昨年も秋まで手入れされたきれいな

花が咲き続いておりました。このように長井の

まちのどこへ行っても、市民の皆様が植えてく

ださった花々が私たちや長井市を訪れる方々を

優しく迎えてくださっています。 

 長井市の市民の皆様は花を愛し、自分たちの

まちを愛し、この長井市を大切にしています。

その市民の皆様の心をしっかりと受けとめて、

市長のおっしゃる「日本一幸せが実感できるま

ち」にしていかなくてはと強く感じるところで

す。そのためにも第一に大事なことは、雇用の

問題です。私は、介護や福祉サービス向上とあ

わせた雇用の創出について提案し、市長のお考

えを伺います。 

 社会に出たら、だれでもが安定した職につき、

希望ある暮らしをしたいと願うと思います。憲

法第27条は、「すべての国民は、勤労の権利を

有し、義務を負う」と、すべての人の働く権利

をうたっています。ところが、現実は働きたく

とも職がなく、職についても非正規雇用が多く、

生活できるまともな賃金がもらえないという状

況が広がっています。その原因の大もとは大企

業が利益追求を最優先し、解雇をしたり、正規

雇用を非正規雇用に切り替えるなどをほしいま

まにし、また、これを容認する政治がまかり通
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っているからです。したがって、雇用と暮らし

をよくするには、何といってもその大もとを正

さなければなりません。同時に市民の暮らし、

福祉を守ることを目的とする地方自治体は、市

民の雇用を確保するため、それなりの可能なあ

らゆる努力を行う必要があると思います。 

 この点で、市長も３月議会での施政方針演説

で、日本一幸せに暮らせるまちづくりのかなめ

として経済の再生と雇用の創出を掲げました。

そして企業誘致は難しいとし、市内300社の受

注拡大、中心市街地の活性化、農業の６次産業

化、再生エネルギーがかぎになると強調しまし

た。私は、この施策は観光に過大に頼る方途に

は問題がありますが、有効な施策は大いに努力

すべきと考えます。そこで提案ですが、市の雇

用拡大と活性化は、市民の切実な願いを実現す

ることを基本に創出するという点です。 

 今、市民が切に実現を願っていることに、介

護と子育て問題があります。介護では特別養護

老人ホームへの入所を希望しながら、入れない

で待機されている方が今年度29ベッド増設され

てもなお、108人もおられる問題があります。

特に在宅で待機している方は家族ともども、そ

の苦労は大変なものがあります。また、認可保

育所を希望する方が141人もおられますが、入

れるのは93人で、48人は希望外の施設に入らざ

るを得ない状況にあります。このほかにも近年、

福祉に対する要求や願いがふえ続けていますが、

こうした要求にこたえることで雇用もふやす、

これが市がやれる、また、やるべき責任だと思

うのですが、どうでしょうか。 

 過日、福祉生活あんしん課と子育て支援課よ

り試算していただいた資料によりますと、定員

100人の市立の特別養護老人ホームを新設する

場合、土地を含めた建設費はおおむね６億

7,000万円で、うち国、県補助が２億1,600万円

となり、市の負担は残りの４億5,400万円とな

ります。これには内部設備費も入っています。

年間運営費は４億5,600万円かかり、国、県の

補助合計が37.5％で１億2,500万円と試算され、

市の負担は介護保険料を除く残りの4,200万円

となります。これによる職員の雇用は介護職員

31人、看護職員３人、調理職員８人、事務職員、

ボイラーなどの業務員など合計58人と試算いた

だきました。 

 また、定員90人の認可保育園を新設する場合、

定員はゼロ歳児から５歳児まで15人ずつ入所と

して試算したところ、土地を含む建設費がおお

むね２億6,700万円、社会福祉法人の場合は県

がその２分の１、市が４分の１を補助します。

しかし、これを長井市が設置主体として設置す

る場合は、県の補助はなく建設費は全額市負担

になります。また、運営費は保育士や調理師さ

んなど職員の給与と社会保険料、給食費や管理

費で年間保育園運営費が9,170万円となります。

そのうち国、県の補助は4,700万円で、市は保

育料の差額などで2,000万円です。ここでの職

員の雇用は保育士18名、その他の職員二、三名

で20名強となります。 

 昨年、長井市に誘致された企業は製造業で２

社、その従業員数は合わせて５名です。これに

比べても、福祉施設の場合は２施設で78人の雇

用が新たに生まれます。しかも施設は企業のよ

うに景気によって縮小、倒産、撤退などがなく

安定しています。さらに建設費９億3,700万円

と運営費５億5,000万円は地域に巨大な経済効

果と活性化を生むことは明らかです。現在は、

長井市に市立の特別養護老人ホームも認可保育

園もありません。皆、民間任せです。基準が厳

格で質の高い運営が求められる公立施設の存在

は、地域全体の福祉水準の向上と市民に大きな

安心感を与えることになると思います。 

 今回は２つの例を示しましたが、福祉の分野

は広く多岐にわたっていて、需要はふえる一方

です。市民の福祉の願いにこたえ、しかも安定

した雇用と市の活性化をつくり出すことこそ、
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日本一住みよいまちづくりに大きく寄与すると

思うのですが、市長の所見を伺います。 

 次に市税等の相談収納について提案し、市長

のお考えを伺います。 

 私は、３月議会でも市税等の強制徴収をやめ、

相談収納に徹するよう求めましたが、今回は相

談収納の具体的な進め方について提案します。

まず、この提案は憲法第25条の「生存権」と第

29条の「財産権」の保障が大前提で、生存権を

侵したり、財産権を侵す強制徴収は行わないと

いうことを原則とします。 

 ところで、長井市の市税の滞納額は３月末現

在、約１億8,000万円、滞納者は1,292人、国保

税の滞納金額は３月末現在、２億4,000万円、

滞納者数は738人となっています。その他の滞

納が3,500万円、滞納者数は269人です。合わせ

ると４億5,500万円という莫大な金額です。ま

た、このために滞納者に対する強制取り立てが

行われており、預貯金の差し押さえは毎月30件

から80件行われ、合計674件が差し押さえられ

ています。預貯金の差し押さえ対象滞納額は約

２億円、これで納税となった金額は約3,200万

円です。また、時効その他死亡などで回収不能

となった税金が1,211件、7,200万円に上ってい

ます。 

 差し押さえにあった市民からは、「年金振り

込み日に銀行に行ったら、既に税金が差し引か

れていた、ひどいことをするものだ、これでは

暮らしていけない」などの不満と怒りの声が上

がっています。このため、銀行が始まる午前９

時前に引き出せるコンビニに行って年金をおろ

している人もいます。こうなると、市は市民に

とって日本一住みよいどころか恨みの対象とな

り、敵対的な存在になってしまいます。 

 では、税の滞納を解決するにはどうすればい

いのか。私は、まず、課税額自体が重過ぎない

か、払いたくても払えない状態になっていない

かを検討する必要があるし、課税が最低生活費

非課税、不労所得に重く、勤労所得には軽くと

いう税制の基本である応能負担原則が貫かれ、

所得再配分機能が発揮されているかが厳しく吟

味されなければならないと思います。その上で

私は、税の滞納を解決するため、あくまで相談

収納に徹し、次のように対処するよう提案いた

します。 

 １つは、市にちゃんとした納税相談室を置く

ことです。相談室に相談員を置き、相談員は相

談者のプライバシーを厳格に守り、市民が気楽

に相談に乗れるようにします。 

 ２つは、収納相談員を数名置き、滞納を解決

することを専門に行うようにします。相談員は、

納税者の立場で滞納解決に当たることとし、滞

納者を訪問、滞納の原因などを詳しく聞き、そ

の原因、失業、病気、サラ金などなどを取り除

く努力をし、納税できる条件を粘り強くつくり

出します。また、納税困難な方には減免の手続

を勧めます。こうして納税はあくまで納得で行

うようにし、相談員は強制徴収を絶対行わない

ようにします。 

 ３つ目は、相談員は市の正職員とし、納税者

の立場に立って相談に乗れる誠実で人生経験豊

かな人材とし、必要な研修と相談員相互の研さ

ん、連携を図るようにします。 

 ４つは、この制度の発足以降は、市は、納税

者の実情を把握しないままの強制徴収は一切行

わず、強制徴収はごく悪質と証明されない限り

行わないようにします。 

 ５つ目は、相談収納をした場合の一つの試算

を申し上げます。１、相談員４人を置いた場合、

人件費は４人で年１人600万円で2,400万円とな

ります。市職員の平均給与とします。２、１年

の業務を200日とし、１人１日５件以上の相談

を行おうとすれば、滞納者2,300人に対し、４

人で１年間4,000件以上の相談に乗ることがで

きます。この結果として現在の滞納整理額を上

回る収納成果が期待できると思います。 
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 以上は一つの試算で、実際には綿密な計画が

必要です。これによって市民は納税と市政に対

して理解と好感を持って参加協力し、滞納問題

の解決はよい方向に向かうと思われます。これ

は全国でも余り行われていない試みだと思いま

すが、日本一住みよいまちを目指す長井市とし

てはふさわしい試みと思います。 

 以上２点について提案し、市長の所見を伺い、

質問といたします。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 おはようございます。 

 今泉春江議員のご質問にお答えいたします。 

 今泉議員からは、大変貴重な政策提言をいた

だきまして、まず敬意と、そして心からの感謝

を申し上げたいと思います。 

 今泉議員おっしゃいますように、私たちの長

井市にとって大切なこと、一番重要なこととい

うのは、やはり雇用をどういうふうに守り、あ

るいはつくっていくかということが一番の課題

だと私も思っております。また、市民生活を送

る上で切実な、何よりも安心という部分では、

介護の問題であったり、あるいは子育て、また、

医療等々のそういった市民生活には欠かせない

部分の充実が最も大切だというふうに私も全く

同感でございます。その上で、このたびご提案、

ご提言をいただきましたので、順次お答えをさ

せていただきたいというふうに思います。 

 まず最初に、介護や福祉サービス向上とあわ

せた雇用の創出と、結局、仕事をどういうふう

につくっていくかということと、また、市民の

切実な要望をあわせて答える一つのご提言のわ

けでございますが、市立の特別養護老人ホーム

の新設による待機者解消と雇用の創出というご

提言でございます。お答えいたします。 

 ことし３月に策定いたしました長井市の第５

次介護保険事業計画における特別養護老人ホー

ムに関する計画では、入所待機者は平成23年６

月の調査、昨年でございますけれども、137名

という結果になっております。そこで地域密着

型サービスの29人以下の小規模特養、特別養護

老人ホームについて、平成25年度開設を目標に

計画をしたところでございます。ただ、大規模

な特別養護老人ホーム建設につきましては、市

内の建設要望がその時点でなかったということ

と、長井市の周辺自治体で建設が進んでおりま

すことから、第５次、第５期ですね、失礼しま

した、介護保険事業計画の中では見込まなかっ

たところでございます。小規模の29人以下の特

別養護老人ホームのみということになっており

ます。それ以外にも、さまざまな施設はあるわ

けでございますが、特養の部分についてはそれ

のみでございます。 

 このたびのご質問で100人定員の特別養護老

人ホームの整備をした場合の雇用を試算したと

ころ、議員がご指摘されましたように58名の職

員の新規雇用が発生するという結果になりまし

たが、介護施設整備をすることは、介護保険料

の大幅な増加につながるという課題がございま

す。そのため、市民の皆様の負担がふえるとい

うことから、整備には慎重にならざるを得ない

状況でございます。 

 昨年度、介護保険料を7.6％値上げをさせて

いただきましたが、県内でも低い上げ率、上げ

幅でございました。以前は県内でも10位、10番

目ぐらいに高い保険料だったんですが、現在の

ところは真ん中より下まで下がりました、おか

げさまで。ただ、今回その7.6％で抑えること

ができたというのは、給付基金というのがござ

いまして、これ２億円を取り崩して、できるだ

け市民のご負担を上げないようにしたというこ

とでございます。 

 そんな中で今、新たに100名の特別養護老人

ホームの建設を考えた場合、おおむね20％から

30％プラス保険料が上がる可能性が高いという

ふうに試算しております。今後の介護サービス

につきましては、増加する団塊の世代が介護を
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必要とする際には介護予防をまず推進していこ

うと、そして施設介護に頼るだけでなく、高齢

者が長年住みなれた地域で幸せな生活を送って

いただくための在宅サービスの充実など、バラ

ンスをはかりながら対応するとともに、介護保

険料の水準も勘案して対応しなければならない

と考えております。 

 したがいまして、私といたしましては、ご提

言は大変ありがたいんですが、まず一つ、国の

ほうでは消費税の値上げと同時に、社会保障の

見直しも厚くするという方向で検討されてるわ

けでございますので、そういった介護保険制度

そのものの課題もございます。やはり受益者負

担の部分が大きいと、介護保険料が高いという

ことですね。それから国と私ども県や市町村の

負担分が３分の１ずつということでございます

んで、この辺あたりをもう少し制度的に変わる

ということであれば、今泉議員のご提言も実現

可能であろうというふうに思います。 

 市立の特別養護老人ホームの建設ということ

でございますが、経営については社会福祉法人、

社会福祉法の第１種社会福祉事業として規定さ

れておりまして、いわゆる高い公益性と事業の

継続性、安定性が求められるため、株式会社と

か通常のデイサービスなどの業者さんは参入で

きません。非常に事業主体が限られまして、そ

の中心である社会福祉法人は、民間事業者でも

事業者でありながらも極めて厳しい規制の中で

事業運営を行っているという実態がございます。

そんなことから、以前にもお答え申し上げまし

たが、全国的に見て特別養護老人ホームの経営

は91.3％が社会福祉法人となっておりまして、

市町村で経営してる場合は5.6％で、しかも非

常に離島とか僻地といった条件が限られた場合

でございますので、やはり長井市の場合は今の

状況の中では市直営というのはなかなか難しい

のかなと、その分、市の負担が大きくなるとい

うふうに考えているところでございます。 

 民間任せということではないつもりではおり

ますが、ぜひ今後、国の動向を見ながら介護保

険制度のもう少し改善をしてもらうと、それと

同時に国としての介護のあり方を、もう少し社

会保障の中で方向性を示していただき、そして

私ども市町村も市民の皆様といろいろ検討しな

がら、方向性を探っていくべきだと考えている

ところでございます。 

 ２点目のご質問でございますが、市立の認可

保育園の新設による待機児童の解消と雇用の創

出についてお答えを申し上げます。 

 市立の認可保育園の新設による待機児童の解

消と雇用の創出、これは同じように非常にそう

いう問題と課題の２つを一気に解決する方策と

して、おっしゃるとおり、有効なやり方だと思

っております。 

 入所申し込み状況が今泉議員からございまし

たけれども、特にリーマンショック以降、少し

状況が変わってきたというふうに私も考えてお

ります。雇用不安、それから核家族化ですね、

こういったものが非常に進展しまして、出産後、

育児に専念するということがなかなかできにく

い社会になっております。できるだけ早く赤ち

ゃんを、保育園にお子様を預けて働かなければ

ならないという保護者の方がふえておりまして、

特にゼロ歳児や１歳児の入所申し込みが非常に

多くなっております。これは少子化の中でこう

いった状況になるということは、５年前には想

定できなかった状況だと思っております。 

 現在進めております３歳未満児30名を受け入

れる認定こども園の整備が残念ながら、国のほ

うで方向性は出してるんですが、法制度そのも

の、あるいはさまざまな法整備が遅れておりま

して、今年度は、はなぞの保育園の分園設置や

認可外保育園での受け入れ枠拡大などをお願い

いたしまして、待機児童の解消に努めたところ

でございます。 

 また、就労などで日中、保護者が不在となる
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世帯のお子様も児童センターを利用できるよう、

延長保育を実施いたしておりまして、子育て世

帯の方が仕事と育児の両立を図れるよう、教育

環境の整備を進めております。また、児童セン

ターで給食も提供できるように今、準備を進め

ておるところでございます。 

 今回、今泉議員よりご提言がございました市

立、市直営での認可保育園の新設による待機児

童の解消と雇用の創出でございますけども、ご

承知のとおり、長井市では財政の健全化と協働

によるまちづくりを進めるために、平成17年の

４月にはなぞの保育園、平成19年の４月に清水

保育園を、市直営から長井市社会福祉協議会に

移管いたしまして設置運営をお願いしておりま

すが、移管後も十分な保育体制で運営していた

だいております。また、保育指針を基本としな

がらも、食育活動や子育て相談などを積極的に

取り入れました保育が行われており、保護者か

らの評判もよく、保育園運営について必ずしも

公立でなければならないというふうにはとらえ

ておりません。 

 新たに直営の保育園を設置することについて

は、かつて平成13年の三位一体改革によりまし

て、公立保育園に対する運営費の負担制度が廃

止されました。したがいまして、直営でした場

合は全く国、県の補助を受けることができない

という状況でございまして、平成17年には公立

保育園の施設整備に対する補助制度も全く、全

部廃止されたことから、直営は非常に厳しいと

とらえております。保育園の設置基準について

は公立も民間も同じ基準でございますので、民

間で設置運営される場合でもほぼ同数の保育士

の雇用創出に結びつくと考えられます。 

 なお、今後の保育園の整備につきましては、

今、通常国会に提出されております子ども・子

育て新システム関連法の総合こども園法という

ものがございまして、ここに多様な事業主体の

参入を認め、保育の量的拡大を図っていくこと

が盛り込まれていることから、国の動向を見守

りながら地域の実情に応じ、適切に対応してま

いりたいと考えております。 

 施政方針でも述べておりますが、安心して子

供を産み育て、高齢者や障がい者も安全で安心

に暮らせるまちづくりを進めるためには、議員

おっしゃるとおり、地域経済を再生し、雇用の

創出と安定を図っていくことが何よりも重要だ

と考えております。今後も幸福の実感できるま

ちづくりに向けて地域経済の再生や福祉の充実

に取り組んでまいりますので、何とぞ引き続き

ご指導、ご提言賜りたいというふうに思います。 

 なお、最初の特別養護老人ホームの件でござ

いますが、私も、議員も聞いていらっしゃるか

もしれませんが、特に高齢者の方々をほかの市

町村からも受け入れて雇用をふやしたり、ある

いはその地域の活性化につなげようという試み

が全国でなされておりまして、その一つの成功

例としては北海道伊達市がございます。ここは、

もう今から10年ぐらい前ですけども、北海道の

伊達市っていうのは、北海道の湘南と言われて

る非常に気候がよい、あったかいところなんで

すね。特に定年退職なされた方を積極的に受け

入れて、そのための住宅であったり、ケアつき

のマンションであったり、そういったものを整

備しております。ただ、いろいろ聞いてみます

と、やはり介護の施設は直営ではなさらないと。

結局、介護保険料が上がると。そして高齢化率

がどんどん上がるわけですので、そういった意

味でのバランスも必要なんだろうと。 

 あと、もう一つは広島県の三次市というとこ

ろで、やはりリタイアされた方の、お年寄りの

方に積極的に市に住んでいただこうというよう

なさまざまな住宅施策、あるいは生きがいづく

りのためのいろんな施策をやってるようです。 

 そういったことなども参考にしながら、なお、

引き続き、いいご提言でございますので、検討

しなければならないと思っております。 
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 次に、２点目の相談収納による市税等の滞納

解決対策についてお答えを申し上げたいと思い

ます。 

 議員からは、納税相談室の設置と納税相談専

門員を設置したらどうかというご提言でござい

ました。大変ありがとうございます。 

 これは今泉議員から昨年の９月定例会、また、

ことしの３月定例会の一般質問でもちょうだい

しておりまして、同じような内容にダブるとこ

ろもございますけれども、現在、税務課収納係

の体制といたしましては徴収班３名、出納班３

名、これは徴収班というのは直接、滞納されて

る方のご相談とか、あるいはお宅にお邪魔して

いろいろ今後のことについて相談を受けたり、

あるいは収納のさまざまな手続をさせてもらっ

ている職員でございます。また、出納班という

のは滞納されてる方のさまざまな管理っていい

ますか、そういった内勤の事務職員でございま

す。それから嘱託徴収員といたしまして、これ

は２名の方を徴収班の補佐として設置しており

まして、合計８名で業務に当たっております。

その中で徴収班の３名で徴収を含めた滞納整理

全般を受け持っているという実態でございます。 

 手順といたしましては、まず、市税や国民健

康保険税に限らず、税以外の介護保険料、後期

高齢者医療保険料などを取り扱ってるすべての

科目において滞納金額が多額になっている方や

納付に遅滞が見られる方に対しまして、生活の

実態や内情をよくお聞きして現状把握に努める

という観点から、いろいろ相談に来られるよう

に、あるいは場合によってはご都合のいいとこ

ろで、ご都合のいい日に出向くというふうにし

ているところでございます。これらについては、

基本的に連絡文書などでお願いしてるところで

ございますが、自主的に納付いただけるように

いろいろお願いしてるわけですが、やはりどう

しても納税が厳しくなりますと、そういったも

のを無視するっていう、そういう心理状況にな

るんだというふうに思われます。 

 したがいまして、残念ながら連絡文書をお届

けしても、これ１回や２回じゃなくて何回もす

るわけですが、来庁はもちろんですけど、電話

１本も連絡いただけないという状況になってし

まいます。そういう、納税しなきゃいけないっ

ていう義務感から、やはりどうしても逆に何も

できなくなるということは確かにありますので、

そういった意味では相談室とか相談専門員を配

置するということも、これも効果があるという

ふうには思われます。しかし、長井市のような

小さい自治体ではなかなか、職員を３割以上削

減してる中でそういう方を特別に設置するとい

うのは、ちょっと難しいというふうに私は考え

ております。 

 例えばこの辺でしたら山形市とか、あるいは

米沢市、鶴岡、酒田、10万都市ぐらいですと、

設置できる余裕があるかもしれませんが、私ど

もとしては、そういったところは市民相談室、

市民相談センターで受けているわけです。例え

ば納税だけではなくて、納税したいんだけれど

も、いろいろな債務がたくさんあって、なかな

かそちらまでお金を回すことができないという

方については、市民相談センターで実際お受け

してるわけですね。ですから、今泉議員のご提

言がベストなんでしょうけども、やはりそれを

することは、今の長井市の状況からいって大変

厳しいんじゃないかなというふうに思っている

ところでございます。 

 税務課としましては、いつでも納税相談を受

ける体制にございます。また、やはり横柄な態

度をする職員がいるというような、時々ご指摘

もいただきますので、それについては態度を改

めて、やはり市民の皆様も義務を果たしていた

だくために一生懸命、納税をされるよう頑張っ

ていただいてるんだということを念頭に置いて

対応するようにと、再三指導してるところでご

ざいます。 
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 議員ご指摘の差し押さえにあった市民の皆さ

んには、これは結果として私どもとしては、や

はり一生懸命、苦労して納めていらっしゃる方

もいますので、そういった方のためにもやっぱ

り、何としても納められない、あるいは無視さ

れた場合は、ある一定程度の手続をとって差し

押さえをしてると。ですから、いきなり乱暴な

差し押さえは一切しておりませんので、一度で

も収納係とか税務課の方に足を運んでいただく

と。税務課がちょっと遠いという場合は市民相

談センターにお越しいただいて、内情等をご相

談いただければ、差し押さえなどということは

しないで、適切に分納で納めていただくような、

そういったことに相談をさせていただきますの

で、よろしく今泉議員のほうからもお話などを

していただければ、ありがたいなというふうに

思っております。 

 ちょっと長くなって恐縮でございますけども、

以上でございます。ありがとうございました。 

○蒲生光男議長 ４番、今泉春江議員。 

○４番 今泉春江議員 私の提案ですが、やはり

雇用ということと市民の福祉の向上ということ

で最も今、市民が願ってることを市長に提案し

たところでした。 

 市長のほうからは、さまざまな、私も理解し

ておりますが、特別養護老人ホームをつくった

りすると、保険料に加算になると、保険料も上

がるとね。今20％から30％保険料が上がると、

やっぱりそこは非常に市町村としても大変なと

ころで、それじゃあ、待機してる人を保険料が

上がるし、新しい施設をつくると大変だという

ことで、じゃあ、待機してる方はいつまでもそ

のまま待機してるのか、自宅介護でお願いして

るのか。確かに市長は、自宅介護なども充実さ

せるように、在宅サービスの充実というような

こともおっしゃってくださいましたけれども、

非常にこの自宅で介護なさってる方の苦労とい

うものは、本当に何年も待っていらっしゃる方

もいるわけですよね。そうすると、やはりこれ

は、市で何とかそこを解消してあげるというこ

とが非常に市民の大きな願いでもあり、また、

新たな施設ということで雇用ということをお願

いしたんですが、非常にそう簡単でないという

ことは私も承知しておりますが、やはり地方自

治体が市民の生活、雇用、それから福祉を充実

していくというところは大切でないのかなと思

います。 

 それで昨年、昨年というか、３月の施政方針

演説で市長は、私も先ほどの質問でも申し上げ

ましたけども、経済の再生、雇用の創出とおっ

しゃっておりますが、昨年、製造業で２社とい

うことで、その２社は５名ということなんです

よね。やっぱり市長は、企業誘致は難しいとお

っしゃってますね。その企業誘致というのは本

当望めないと、それであれば、長井市の雇用と

いうことをどういうふうにお考えになってるの

か、その後、具体的にどういう取り組みをなさ

っているのか、そのところをちょっとお聞かせ

いただきたいと思います。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 企業誘致については、決してあきらめてるわ

けではありませんが、なかなか売り物がないっ

ていいますか、きのう、おととい、さきおとと

いですか、全国市長会がございまして、県内の

市長もほとんど参加したわけなんですが、いろ

いろ例えばどこどこの市長さんの話を聞きます

と、これから実はうちの工業団地に何とか企業、

張りついてもらうように県の東京事務所に行く

んだと、そして同時に、そこから紹介された企

業に行きますと。ちょっとこれ、ない物ねだり

でだめなんですけども、結局、私どもの場合は

工業団地っていうのはないわけですから、です

から今あいてる、使ってない工場とかなんかを

どうでしょうかということで、やっぱり進めて

いく形です。そうしますと、どうしても制約を



 

―２９― 

されたりして、ですから製造業に限らず、もう

ちょっと違う製造業以外の企業誘致も考えなき

ゃいけないということで、さまざま今、企業誘

致についても決してあきらめないでやってると

ころです。 

 今泉議員からもご質問の中でありましたよう

に、まずは地元の中小企業なんでしょうけれど

も、頑張ってる製造業はたくさんあるわけです

ね。それらの方々の受注を拡大するような取り

組みを一生懸命、今行っておりまして、ついこ

の間も山形大学の工学部と地元の西置賜産業会

と私ども長井市、商工会議所も入ってですね、

何とか山大の工学部のさまざまな技術なども取

り入れながら、企業の受注、大手企業の受注を

受けられるような取り組みをしようということ

で、さまざまな努力をしておるところです。そ

れが過去10年ぐらい、特に10年ぐらい顕著だと

思うんですが、長井工業高校の卒業生が地域内

で本当に就職をして、１企業１人、２人という

ところが多いんでしょうけども、そういう積み

重ねで頑張っておりますので、それが製造業、

ものづくりです。 

 やっぱりあと、これからは新規農業の就農者

ですね、そういったところが今、人・農地プラ

ンという新たな国の政策の中で非常にチャンス

だというふうに思っておりまして、そういった

就農のこと、また、特にサービス業について、

なかなか中心市街地がシャッター街になってし

まって、非常にそういった部分の雇用がどんど

ん失われていますし、あるいは新規に事業をな

さる場合も厳しい状況でありますので、それを

改善すべくこれは総合的に考えなきゃいけない

んでしょうけども、中心市街地の活性化を図る

ことによって雇用を生み出すという、さまざま

な方向で考えているところでございます。 

○蒲生光男議長 ４番、今泉春江議員。 

○４番 今泉春江議員 市としても、さまざまな

努力をなさってるその経緯はわかります。大変、

今、厳しい経済状況ですので、我々飲食店など

でも先日、長井の食品衛生協会の総会などがあ

りましたけども、皆さん非常に厳しい現実をお

話しなさってます。去年の震災以降は自粛とい

うか、本当にそれが皆さんに浸透したというか、

そういうようなこともありまして、非常に飲食

店、観光というようなところでは非常に厳しい

ものがありまして、皆さん、口に出すのは本当

に大変だという、その言葉ですね。 

 ですから、私は雇用ということで、雇用、私

の提案ですけども、雇用ということもあります

けども、やっぱり長井市にとっては大きな、例

えば求職とか、いろんなことで大きな経済効果

もあるんですよね。建設なされば、その建設の

経済効果ももちろん大きいものがありますけど

も、やっぱりそういうところで具体的な雇用の、

今、頑張ってます、こうですというだけではな

かなか目に見えるものがないわけですので、雇

用ということで非常に頑張っていただきたいな

というか、どうにかしてもらいたいなというの

が現実なんですよね。 

 そして長井市３万人復活ということで、長井

市はだんだん本当に寂しいことに人口が減って

ます。なぜ長井市で人口が減ってるのかと、結

婚しない人が多い、結婚しないから、もちろん

子供もできない、結婚しても子供はつくらない

とか子供は１人とか、そういうような状態にな

ってますよね。ですから、どうして結婚できな

いのか、結婚しても子供を出産できないのか、

やっぱり働いてる方の懐が寂しいわけですよね。

非常に企業も厳しい、そして働くところもない

とか、パートだとか非正規雇用者がたくさん出

てるわけなんですよね。やはりそこで子育てで

きない、結婚できないという大きな問題がある

わけですよね。ですから、３万人プロジェクト

というようなことで市でも頑張っていらっしゃ

いますけども、雇用ということを本当に真剣に

考えていただかないと、やっぱり長井市からは
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だんだんと人が離れてしまうし、人口もふえな

いんでないかなと思うところですけども、ちょ

っとそのことについて市長、どうでしょう。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 今泉議員おっしゃるとおりで、

長井市の場合はこの間、１週間ぐらい前でした

でしょうか、山形新聞のコラムに書いてありま

したけども、やはりかつては大手企業の企業城

下町だったわけですね、ある意味。その企業が

ちょっと資本がかわったりして、大規模なリス

トラなどでかなり製造業の雇用が、やはり統計

を見ても平成３年に8,000名以上いた第２次産

業、主に製造業の方だと思いますけども、それ

が平成19年には4,700名まで減ったということ

で、やっぱり働くところがなくなってしまった

というのが、まず大きなところです。 

 そこの雇用をどういうふうにふやすかってい

うのは、一朝一夕ではなかなか解決できないだ

ろうと、加えて、やっぱり高度経済成長の場合

は兼業農家の方が製造業で働いて、あるいは土

日、農業でっということで、それなりの経済的

な余裕もだんだんできてきたんだと思います。

あと、建設業で働いてと。ところが、製造業が

そのような状況ですし、公共事業は特に長井市

は本当に厳しい状況ですし、国、県も平成10年

ごろから比べますと、３分の１ぐらいまで減っ

てますので、製造業も建設業もどんどんなくな

ってます。ですから、これをどういうふうにも

う一回活力を見出して雇用がふえる、そしてさ

まざまな何というか、人が行き交う、そういう

まちにすることができるかというところは、ぜ

ひ議員の皆様からもご提言いただいて、これは

本当にみんなで考えていかないと、なかなか難

しいことだと思います。 

 ですから市で直営して、そういう市民の課題

である介護とか子育てを解決するっていうのは

確かにいい方法なんですが、やはり私ども長井

市は都会の自治体と違って３割自治であります。

早い話が６割、７割は国、県からのいろんな支

援をいただいて、主に国から、そして事業を行

ってるわけですから、市が単独でやって市の負

担がどんどんふえるようなことをやりますと、

やはりかつてのように財政がまた厳しくなるの

は見えてるわけです。ですから、そこは現に慎

まなきゃいけない、そういったことを考えなが

ら、まずは一番のキーポイントは、私は、とに

かく人がいろんな意味で集まる、そういうまち

にすることによって活力が出るだろうと。 

 ちょっと長くなって恐縮なんですが、この間

の市長会でも２つ市が新たに全国で出たんです

ね。石川県の市と愛知県の市、これ、町から市

になったんですよ。人口が５万人ぐらいになっ

たんですね。合併して市になったんじゃなくて、

町から市になった。それはいろいろ聞いてみま

すと、大学とか、大学が３つも４つもその町に

あるんですよ。１つは名古屋から30分、40分ぐ

らいのところ、あるいは金沢、県庁所在地の隣

の町、そうすると、市民の平均年齢が37歳とか

38歳だと、そういうまちはやっぱり活力がある

わけですね。そうしますと、さまざまな、ある

意味で言葉は悪いんですが、そのベッドタウン

みたいなまちでも活力があるんですね。 

 ですから、そういったところも一つのヒント

だと思いますし、あと議員からあった伊達市と

か、そういう広島の三次市みたいなあり方もあ

るわけですね。長井市は何がいいのか、やはり

これは市民の皆様と議会の皆様からもご提言い

ただいて、議論していく中で方向性を見出して

いかなきゃいけないんだろうというふうに考え

ております。 

○蒲生光男議長 ４番、今泉春江議員。 

○４番 今泉春江議員 時間もだんだんなくなっ

てきましたけども、最初の質問の中でまず一つ

言いたいことは、保険料も上がるだろうとか負

担がかかるだろうと、長井市がとおっしゃいま

すけれども、保険料が上がるとそういうところ
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では、やっぱり市が一般会計から思い切ってア

ップの分を賄うという、そういうような思い切

った施策がないと、いつまでたっても、これは

前に進まないんじゃないかなというような気が

します。市長のおっしゃることはわかりました。 

 ちょっと相談収納のことについて時間があり

ませんので、そこへ申し上げたいと思います。 

 長井市のほうでも収納班とか出納班とかいら

っしゃると、相談員が伺っていらっしゃるとい

うこと、確かに職員の方が日々頑張っていらっ

しゃって、滞納額も少なくなさってるという努

力というか、頑張っていらっしゃるあれは大変

わかります。しかし、本当に税金が払えないと、

その払えないということが非常に滞納者にとっ

ては、いろんな事情があるんでしょうけども、

滞納者にとっては非常にそれが負い目というか、

本当に悪質で、３年間払わなければ払うことな

いんだなんていうような感じで、悪質であると

いう滞納者はまた別ですけども、やっぱり相談

員ということは、取り立てに伺うのではなくて、

あくまでも相談をすると、そして収納、納税相

談室がありますよということなら、ただ市民相

談センターでなくて納税相談室というあれがあ

れば、市民も、ああ、こういうのあるんだな、

相談してみるかなというようなことになるんで

はないかなと思います。そして、その預金差し

押さえが674件もあるということが問題であっ

て、そうならないように納得して納税していた

だくということが一番大事であって、相談員と

いう方の配置というのも非常に大切でないかな

と思います。 

 ちょっと１分切りましたので、最後に申し上

げます。私は今回、長井市にとって大きな課題

である雇用の拡大、それから市税の滞納対策に

ついて具体的な提案をいたしました。市長の答

弁は前向きな部分もありましたが、全体として

は否定的なものでした。しかし、私の提案はそ

の気になれば実現可能なものもあるんではない

かなと思います。何よりも市民の願いではない

かと思います。そして日本一住みよいまちを目

指す長井市であるならば、この提案の方向で真

剣に対処されるよう心から求め、私の質問を終

わりたいと思います。ありがとうございました。 

 

 

 赤間広議員の質問 

 

 

○蒲生光男議長 次に、順位２番、議席番号１番、

赤間広議員。 

  （１番赤間広議員登壇） 

○１番 赤間広議員 おはようございます。 

 公明党の赤間広でございます。質問に入る

前、一言述べさせていただきます。 

 早いもので市民の皆様の負託を受け、１年が

たちました。今日まで行政当局の皆様、そして

先輩議員の皆様、そしてまた何よりも支えてい

ただきました市民の皆様に心より壇上より感謝

申し上げます。ありがとうございました。 

 私は身近な生活の問題、生活者の視点に立ち、

通告書に従い、質問をさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

 初めに、安心・安全な市民生活を願って、通

学路の総点検について質問をいたします。 

 皆様ご存じのように児童の登校時、車が児童

の列に突っ込むなど痛ましい事故が頻繁に起き

ております。確かに運転手のモラル、運転技能

の問題と多岐にわたっていることも承知してお

りますが、通学路を管理している当局のハード

面には何も問題はないのでしょうか。先日も市

民の方々に指摘を受けました。壊れたガードレ

ールがそのままになっている、また、壊れた安

全防止さくに縄が張られて、赤いテープが１年

以上も前からぶら下がっているなどなど、さま

ざまな意見を伺っております。直す気がないの

か、直したくないのか、甚だ疑問を感じます。 




